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道路交通法第６３条の１１により、自転車乗車用ヘルメット着用

が努力義務化されて久しいが、いまだ着用率は低迷している。万が

一、通勤、通学中に頭部損傷による重大事故が発生した場合、被害

者への補償や組織の安全配慮義務が問われることになる。 

ついては、行政・教育機関が主導して、必要な措置を速やかに講

じていただくよう、下記の事項について強く陳情する。 

 

記 

 

１ 市役所職員の就業規則において、ヘルメット着用を義務付ける

こと。  

２ さらに、義務に違反し、無着用での通勤を行う者に対しては、

自転車による通勤の許可を取り消す等の厳格な規定（見直し、改

善）を設けること。 

 

理由及び背景 

１ 自転車通勤・通学者に向け、ヘルメット着用の義務を、県・市

役所職員就業規則、学校則に定める。 

２ ヘルメット着用を必須条件とする。 

３ ヘルメット無着用の者は、自転車通勤、通学を認めない。 

４ 違反した者は、自転車通勤、通学を取り消す。 

等の申入れを、県庁・県教育委員会・市役所・市教育委員会・広島

県公立高等学校長協会・同協会会長・県議会・市議会、それぞれに

申入れしたが、返事、回答が前向きにならない。 

 他市では、就業規則、学校則の見直し、改善がされているが、「

自転車都市」を掲げる広島は出遅れているのが実態である。本陳情

をもって、現状の不作為（やるべき対策を怠っている状態）が招く

重大事故のリスクを警告し、速やかな制度改善を求める。  

 


